
脱炭素先行地域の取組進捗

1

【資料２】

目次

１東広島市脱炭素先行地域の概要 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２

２事業当初スケジュール ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３

３事業進捗状況（①集合住宅一括給電） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４

３事業進捗状況（②戸建住宅PVリース事業） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５

３事業進捗状況（③事業所等の再エネ・省エネ機器導入事業） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６
３事業進捗状況（④東広島運動公園PV事業） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７

３事業進捗状況（⑤広島大学関連事業） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８



１東広島市脱炭素先行地域の概要

脱炭素先行地域の取組進捗

出所：環境省「脱炭素ポータル」 2



脱炭素先行地域の取組進捗

２事業当初スケジュール

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

集合住宅一括
給電

戸建住宅PVリー
ス事業

事業所等の再

エネ・省エネ機
器導入事業

東広島運動公
園PV事業

広島大学関連
事業

集合住宅 5 集合住宅 20 集合住宅 25 集合住宅 30 集合住宅 20 集合住宅 14

戸建住宅 25 戸建住宅 35 戸建住宅 40 戸建住宅 5 戸建住宅 5 戸建住宅 5

独立店舗 5

複合店舗 2

独立店舗 5

複合店舗 2

独立店舗 9

複合店舗 7

独立店舗 10

複合店舗 7

独立店舗 10

複合店舗 7
制度周知

関係者調整

関係者調整

再生可能エネルギーの供給

PV 2.7MW

PPA事業（6.2MW相当）調整

EVシェア 2台（学生、教職員、一般利用）EVシェア 5台

EVサブスクサービス（教職員）開始

省エネ機器等の計画的整備（4,193MWhの省エネ化）調整
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脱炭素先行地域の取組進捗

事業期間中のゴール

•下見エリア内の住宅の9割以上を占める集合住宅(域内114棟)に対して、3.6MW相当のPVを導入し、一括給電サービスを提供する

•太陽光発電設備による再エネ電力の自家消費、空調設備、給湯設備の更新による省エネ化、供給可能なエリアにおける天然ガス

化による温室効果ガス排出量の削減を図る（150MWh(85t-CO2)の省エネ化）

R7年度の当初目標 進捗評価 備考

集合住宅5棟と契約を締結
×

(0棟)
事業採算性の見直しに時間を要したため

R8年度の取組

•現地調査と現地調査による収支シミュレーションにより、価格を確定

•設備導入に向け営業を行うとともに、R9年度実施予定の集合住宅の現地調査等を行う

R7年度の取組

•収支シミュレーションの検討により事業採算性を見直し

•地域脱炭素化推進に関する連携協定締結のため、事業者を募集

電力フロー図

戸建住宅PVリース 事業所機器導入 東広島運動公園PV 広島大学関連事業

３事業進捗状況

①集合住宅一括給電事業

集合住宅一括給電
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脱炭素先行地域の取組進捗

事業期間中のゴール

地域新電力である東広島スマートエネルギー株式会社(HSE)と住宅用太陽光発電設備のリースサービスを展開するTRENDE株式

会社(TRENDE)の共同事業として、戸建住宅（域内115戸）を対象に太陽光発電設備(0.6MW相当の導入)と蓄電池のリース

サービスを展開する

R7年度の当初目標 進捗評価 備考

戸建住宅25戸と契約を締結
×

(0戸)
リーススキームの再検討に時間を要したため

R8年度の取組

• R8年5～6月頃から、営業代理店が中心となり地域内の戸建住宅へ営業を開始

R7年度の取組

•本市環境先進都市推進課、HSE、TRENDE、施工店が連携し、

本事業のリーススキームを検討（右図参照）

（TRENDEが補助申請となるスキーム）

事業スキーム図

３事業進捗状況

②戸建住宅PVリース事業

戸建住宅PVリース 事業所機器導入 東広島運動公園PV 広島大学関連事業集合住宅一括給電
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脱炭素先行地域の取組進捗

事業期間中のゴール

地域内の134事業者（独立店舗・複合店舗）に対して1.2MW相当の

PVを導入、498MWh（284t-CO2）の省エネ化

R7年度の当初目標
進捗評

価
備考

独立店舗5件、

複合店舗2件に導入

×

(0件)
複数問い合わせがあったが、

いずれも対象外

R8年度の取組

R7年度の取組

•対象店舗へチラシを配布、HP掲載等での周知

および商工会議所と連携し、説明会を実施

（事前相談の問い合わせがあったが、いずれも対象外）

３事業進捗状況

③事業所等の再エネ・省エネ機器導入事業

戸建住宅PVリース 事業所機器導入 東広島運動公園PV 広島大学関連事業集合住宅一括給電

配布チラシ
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• R7年に実施した説明会のアンケート等を基に、補助金に関心のある事業者に対し個別相談を実施

•引き続き説明会を実施する等、啓発活動を強化し、目標件数の導入を実施



脱炭素先行地域の取組進捗

事業期間中のゴール

•東広島運動公園駐車場などの屋外スペースを活用し、太陽光発電設備を2.7MW程度敷設することで、施設の自家消費電力

を賄いつつ、余剰電力を東広島スマートエネルギー株式会社(HSE)が下見エリアへ供給する

R7年度の当初目標 進捗評価 備考

R8年度の設置に向けて事業採算性や規模を検討 ○
施設との協議結果、2.7MWを敷設する方針で検討

中

R8年度の取組

• HSEで事業者の公募を行い、事業に着手する

（R8～R9年度で施工完了を予定）

R7年度の取組

• R8年2月に現地調査を実施

• カーポートの様式、規模を検討中

•収支シミュレーションの検討により事業採算性を見直し中

３事業進捗状況

④東広島運動公園PV事業

戸建住宅PVリース 事業所機器導入 東広島運動公園PV 広島大学関連事業集合住宅一括給電
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脱炭素先行地域の取組進捗

事業期間中のゴール

① PPA事業により6.6MW相当の発電容量（東広島キャンパス電力量の約20%）を確保する

②修繕時期を迎えている建物について、ZEB ready以上を目標に改修を行い、併せて4,193MWhの省エネ化を実現する

③ EVカーシェアやEVサブスクによる体験をもとに通勤・通学時のEV化を促進する

令和１２年度までの目標 進捗評価 内容

①6.6MW相当の発電容量の確保 ○ 6.6MWの発電を開始済み（達成率100%）

②4,193MWhの省エネ化 ○ 2,171MWhの省エネ化が完了（達成率52%）

③ EVシェア 2台、EVサブスクの開始 ○ EVシェア 34台（稼働率1.5%）、EVサブスク 9台

今後の取組

② 『広島大学カーボンニュートラルに向けて～Road to 2030～アクションプラン（2022～2027）』を基に適宜検討・実施

③引き続き、公共交通等への変更による乗用車利用者の減、CN教育の啓発等を実施

取組内容

①当初計画分は2024年11月から5.1MW、追加計画分は2025年2月から1.5MWの発電を開始

②建物の改修工事を計画的に実施し、5棟に省エネ機器を導入することにより、エネルギー消費量およびCO2排出量を削減

③通勤・通学時のEV比率を向上させるため、公共交通等への変更による乗用車利用者の減、併せてCN教育の啓発等を実施

３事業進捗状況

⑤広島大学関連事業

戸建住宅PVリース 事業所機器導入 東広島運動公園PV 広島大学関連事業集合住宅一括給電
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